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文芸コーナー
廃
作
と
な
り
し
田
の
面
は
静
ま
り
て
過
ぎ
し
年
月
我
と
語
り
ぬ

廃
作
と
な
り
し
田
の
面
は
静
ま
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て
過
ぎ
し
年
月
我
と
語
り
ぬ

  

安
久
山

安
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木
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昌
子

木
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昌
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独
り
居
の
叔
母
は
こ
よ
な
く
猫

独
り
居
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く
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「
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コ
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ミ
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コ
が
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手
を
休
め
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め
る
先
の
杉
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三
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が
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に
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る

手
を
休
め
眺
め
る
先
の
杉
林
三
羽
の
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が
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日
に
光
る
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市
場
ホ

八
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場
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小
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一
夫

小
川　

一
夫

風
に
揺
ら
ぐ
植
込
み
の

風
に
揺
ら
ぐ
植
込
み
の
下下も

と
も
と

野
良
猫
が
フ
ミ
フ
ミ
し
て
は
背
伸
び
し
あ
く
び
す

野
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フ
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し
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す

  

八
日
市
場
ホ

八
日
市
場
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橋
百
合
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高
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美
子

古
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由
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門
先
に
さ
庭
に
こ
こ
だ
の
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町
草
紅
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の
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の
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に
耀
へ
り

門
先
に
さ
庭
に
こ
こ
だ
の
小
町
草
紅
紫
の
花
の
陽
に
耀
へ
り

  

栢　

田
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田  

小
川　

知
至

小
川　

知
至

勤
務
時
の

勤
務
時
の
亡亡とと

友友もも

の
賜
物
お
だ
ま
き
の
紫
冴
え
て
庭
辺
華
や
ぐ

の
賜
物
お
だ
ま
き
の
紫
冴
え
て
庭
辺
華
や
ぐ
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手
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子
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政
子

久
に
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久
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く
子
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の
遊
ぶ
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燥
ぐ
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桜
花
咲
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午
後
晴
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わ
た
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手
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伊
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良
子

伊
橋　

良
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夕
庭
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忘
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に
あ
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し
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浮
か
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ぬ

夕
庭
の
忘
れ
な
草
に
あ
り
し
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の
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嗚
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が
不
意
に
浮
か
び
ぬ
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泉

今　
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稲
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雪
子

稲
葉　

雪
子

ふ
る
さ
と
の
雨
を
零
さ
ず
柿
の
花

ふ
る
さ
と
の
雨
を
零
さ
ず
柿
の
花  

八
日
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場
ハ

八
日
市
場
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大
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大
川　

宜宜
子子

短　

歌

短　

歌  

小
泉
小
泉  

泰
淸
泰
淸  

推
薦
推
薦

俳　

句

俳　

句

八
木
八
木  

佐
久
司

佐
久
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

休館日…６日（木）・18日（火）、
 毎週月曜日

★無形民俗文化財を学ぶ
『木積の箕をつくる』収蔵

　箕作りの様子が詳しく紹介されたＤＶ
Ｄ付き報告書『木積の箕をつくる』が、（独
法）国立文化財機構東京文化財研究所無
形文化遺産部から寄贈されました。貸し
出し可能ですので、ぜひご利用ください。
報告書のＰＤＦ版と映像は、同研究所ホー
ムページでも閲覧できます。
★課題図書あります
　今年の読書感想文コンクールの課題図
書を、八日市場・のさか両図書館でそれ
ぞれ１冊ずつ所蔵しています。貸し出し
は１人の子どもに付き１冊、期間は１週
間です（予約は窓口でのみ、取り置きは２
日間）。貸し出しと予約は、子ども名義の
図書館カードでのみ受け付けます。カー
ドを作る際は、保険証など身分証明書を
持って17時までに申し込んでください。
★もうすぐ夏休み
　図書館では、課題図書や工作の本、イ
ベントを用意して、皆さんの来館をお待
ちしています。
★おはなし会（八日市場図書館）
日時…毎週土曜日14時から約30分間
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

市政の窓
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力
合
わ
せ
前
進

命
し
た
新
課
長
と
部
署
替
え
の

あ
っ
た
課
長
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

従
来
新
年
度
予
算
は
、
３
月

議
会
で
私
の
答
弁
に
補
足
し
、

細
部
に
わ
た
り
時
の
課
長
が
議

員
の
質
疑
に
応
答
し
、
承
認
後

４
月
か
ら
執
行
さ
れ
ま
す
。

　

今
議
会
は
、
専
決
し
た
29
年

度
予
算
の
質
疑
を
新
課
長
が
前

課
長
の
答
弁
役
割
を
担
っ
て
の
議

会
対
応
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
重
責
を
十
分
に
果
た
し
て
く

れ
た
も
の
と
評
価
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
期
間
中
の
世
間
の
出
来

事
と
し
て
は
、
６
月
に
入
っ
て

宣
言
さ
れ
た
今
年
の
梅
雨
は
空

梅
雨
模
様
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

愛
好
者
の
中
で
も
ゴ
ル
フ
ァ
ー

が
一
番
喜
ん
で
い
る
事
で
し
ょ

う
。
そ
の
ゴ
ル
フ
界
で
、
女
子

プ
ロ
隆
盛
の
立
役
者
、
宮
里
藍

選
手
の
現
役
引
退
宣
言
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
全
米
オ
ー
プ

ン
選
手
権
で
初
日
82
位
の
松
山

英
樹
選
手
は
、
勝
ち
に
対
す
る

執
念
と
粘
り
で
最
終
日
に
は
２

位
へ
躍
進
。
次
の
メ
ジ
ャ
ー
大

会
優
勝
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
は
全
て
試
合
の
勝
敗
で

評
価
さ
れ
ま
す
。
プ
ロ
野
球
界

の
盟
主
・
読
売
巨
人
軍
の
13
連

敗
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、
将

棋
界
で
は
14
歳
の
最
年
少
プ
ロ
、

藤
井
聡
太
四
段
が
プ
ロ
入
り
後

負
け
知
ら
ず
で
連
勝
記
録
を
伸

ば
し
て
い
る
事
は
見
事
で
あ
り
、

将
来
の
タ
イ
ト
ル
戦
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
対
決
な
ど
も
楽
し

み
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
負
け
じ
と
、
匝
瑳
市

政
も
再
生
市
議
会
と
執
行
部
が

両
輪
と
な
り
、
さ
ら
な
る
前
進

に
加
速
で
き
る
よ
う
力
を
合
わ

せ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
議
会
は
自

然
閉
会
。
３
月
議
会
と
臨

時
議
会
は
流
会
と
な
っ
た

匝
瑳
市
議
会
。
多
く
の
市

民
の
皆
様
か
ら
は
「
ど
う

な
っ
て
い
る
の
」
と
問
い
が

寄
せ
ら
れ
、
県
内
外
の
行
政
関

係
者
か
ら
も
「
市
長
も
大
変
で

す
ね
」
と
の
声
も
い
た
だ
く
中
、

６
月
定
例
会
と
し
て
半
年
ぶ
り

に
議
会
が
開
催
さ
れ
安あ

ん

堵ど

し
ま

し
た
。
審
議
案
件
が
多
く
な
っ

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
大
綱
質

疑
は
１
日
増
え
、
19
日
間
の
日

程
で
無
事
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
員
諸
兄
は
久
々
の
議
場
で

の
質
疑
と
い
う
こ
と
で
言
動
に

は
躍
動
感
が
あ
り
ま
し
た
。
私

は
専
決
処
分
し
た
34
議
案
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
い
つ
に
な
く
緊

張
感
を
も
っ
て
臨
み
ま
し
た
が
、

一
番
心
労
し
た
の
は
４
月
に
任

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

広報そうさ H 29. 7. 1 12
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匝瑳
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Ｊ
Ｒ
八
日
市
場
駅
前
の
「
匝め

ぐ

り

の
里
」
で
〝
八
社
参
り
〞
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
手
に
入
れ
、
八
重
垣
神

社
を
は
じ
め
市
の
中
心
部
に
ま
つ

ら
れ
る
八
つ
の
神
社
を
お
参
り
す

る「
短
路
コ
ー
ス
」を
巡
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
お
参
り
し
た
の
が
、
横

町
区
の
「
北ほ

く

面め
ん

道ど
う

祖そ

神じ
ん

」
で
す
。

案
内
板
に
は
、
江
戸
時
代
の
銚
子

街
道
の
一
つ
の
道
祖
神
で
横
町

の
鎮
守
で
も
あ
り
、
明
治
30
（
１

８
９
７
）
年
ご
ろ
に
横
町
、
本
町
、

出で

羽わ

宿
の
賛
同
者
に
よ
り
石
造
り

の
鳥
居
、
石せ

き

祠し

（
石
の
宮
）
を
祀ま

つ

り
「
道ど

う

陸ろ
く

神じ
ん

」
と
し
て
建
造
さ
れ

た
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
50
か
所
ほ
ど
確
認
さ
れ

て
い
る
道
祖
神
の
う
ち
、
こ
の
横

町
区
の
道
祖
神
の
よ
う
に
北
向
き

の
も
の
は
ま
れ
で
、「
イ
ボ
神
様
」

の
ご
利
益
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
１
７
７
８
年
の
記

録
に
「
八
日
市
場　

本
町
、
出
羽

町
、
横
町
、
田
町
、
門
前
（
現
在

の
万

よ
ろ
ず

町
）、
新
田
町

（
現
在
の
仲
町
）、
し

め
て
６
町
」
と
あ
り
、

こ
れ
ら
の
町
内
は
１

６
６
９
年
時
点
で
す

で
に
存
在
し
て
い
ま

し
た
。
翌
１
７
７
９

年
の
文
書
に
は
、「
籠

部
田
村
、
富
谷
村
、

門
前
、
八
日
市
場
本

町
、
同
新
田
町
、
米

倉
村
、
こ
れ
一
つ
つ

づ
き
に
て
一
里
（
約

３
・
９
㎞
）
ば
か
り

町
並
な
り
」
と
あ
っ

て
、
こ
れ
が
銚
子
街

道
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

次
に
お
参
り
し
た
の
が
、
下
出

羽
区
の「
村
山
稲
荷
神
社
」で
す
。

所
在
地
が
「
願が

ん

心じ
ん

坊ぼ
う

」
と
い
う
寺

跡
を
思
わ
せ
る
地
名
で
、
隣
接
し

て
日
蓮
宗
・
本ほ

ん

立り
ゅ
う

寺じ

が
あ
り
、
何

ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
を
訪
れ
て
ま
ず
目
に
入
る

の
が
、
朱
塗
り
の
鳥
居
で
す
。
鳥

居
に
使
わ
れ
る
朱
は
、
燃
え
る
火

や
沈
む
太
陽
な
ど
を
表
す
と
さ
れ
、

古
く
か
ら
魔
除
け
に
使
わ
れ
た
色

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
数
え
る

と
10
基
ほ
ど
が
連
な
り
、
年
度
ご

と
に
神
社
の
当
役
一
同
が
奉
納
し
、

幟の
ぼ
りも

多
く
見
ら
れ
、
厚
い
信
仰
が

根
付
い
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま

す
。「
正
一
位　

村
山
稲
荷
大
明

神
」
と
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す

が
、「
村
山
」
が
何
を
意
味
す
る
の

か
、
長
い
間
の
疑
問
が
解
け
な
い

の
が
残
念
で
す
。

　

続
い
て
仲
町
の
「
八
幡
大
神
」

を
お
参
り
し
ま
し
た
。
手
洗
石
の

奉
納
は
１
８
５
１
年
で
、
神
社
も

江
戸
時
代
後
期
に
は
ま
つ
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
、
境
内
に
は
「
御お

ん

嶽た
け

神
社
」も
併
せ
て
あ
り
ま
す
。

　

八
社
参
り
は
次
回
へ
続
き
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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テ
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ブ
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ブ
ル
も
硝
子
製
な
り
夏
料
理  

今　

泉

今　

泉  

野
仲　

妙
子

野
仲　

妙
子

春
耕
や
鳥
ら
従
へ
進
み
行
く

春
耕
や
鳥
ら
従
へ
進
み
行
く  

栢　

田

栢　

田  

石
田　
　

健

石
田　
　

健

葉
桜
を
仰
ぐ
温
泉
米
寿
か
な

葉
桜
を
仰
ぐ
温
泉
米
寿
か
な  

野　

手

野　

手  

小
関　

義
一

小
関　

義
一

夏
休
み
渋
滞
覚
悟
墓
参
り

夏
休
み
渋
滞
覚
悟
墓
参
り  

木　

積

木　

積  

佐
久
間
美
智
子

佐
久
間
美
智
子

夏
休
み
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
君
ヶ
浜

夏
休
み
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
君
ヶ
浜  

八
日
市
場
ホ

八
日
市
場
ホ  

菱
木　

静
枝

菱
木　

静
枝

夏
の
夜
を
口
開
け
見
入
る
大
花
火

夏
の
夜
を
口
開
け
見
入
る
大
花
火  

八
日
市
場
ホ

八
日
市
場
ホ  

大
木
波
津
恵

大
木
波
津
恵

夏
の
海
孫
は
ス
イ
カ
を
真
っ
二
つ

夏
の
海
孫
は
ス
イ
カ
を
真
っ
二
つ  

横
須
賀

横
須
賀  

鈴
木　

春
子

鈴
木　

春
子

ダ
イ
エ
ッ
ト
せ
ず
に
痩
せ
て
る
夏
休
み

ダ
イ
エ
ッ
ト
せ
ず
に
痩
せ
て
る
夏
休
み  

東
小
笹

東
小
笹  

江
波
戸
京
子

江
波
戸
京
子

夏
休
み
里
の
想
い
出
持
ち
帰
り

夏
休
み
里
の
想
い
出
持
ち
帰
り  

飯　

高

飯　

高  

林　

サ
ダ
子

林　

サ
ダ
子

夏
休
み
萎
む
サ
イ
フ
は
疲
れ
果
て

夏
休
み
萎
む
サ
イ
フ
は
疲
れ
果
て  

堀　

川

堀　

川  

勝
又　

康
之

勝
又　

康
之

良
き
人
で
い
る
の
が
仇
で
鬱
と
な
り

良
き
人
で
い
る
の
が
仇
で
鬱
と
な
り  

飯　

高

飯　

高  

松
野　

敏
昭

松
野　

敏
昭

身
の
お
も
て
来
る
姿
に
も
悔
い
が
あ
る

身
の
お
も
て
来
る
姿
に
も
悔
い
が
あ
る  

川　

辺

川　

辺  

及
川　

利
道

及
川　

利
道

川　

柳

川　

柳  

鈴
木
鈴
木  

十
世
志

十
世
志  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

横町区の鎮守・北面道祖神
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